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は約 300 名（延べ人数）となっている. 
2019（令和元）年度卒業生の進路実績（延べ人数）
は,国公立大 63 名,私立大 183 名,短大 4 名,各種学
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表 1 医進類型指定校及び協力校 









































 岩見沢東高校は 2009（平成 21）年度から医進類
型指定校となり，2018(平成 30)年度までの 10 年間
で 31 名が医学部医学科へ進学している. 












2月 16 日（金）15:40～17:40 





















































































である．放課後 15時 30 分から 16時 30分の時間帯
に全ての生徒が講習又は自習に取り組むもので，















協働」という視点から語られることが多くなった．   
高等学校にとっては少子化が進行する中で学校の
魅力化や社会に開かれた教育課程を実現すること
につながり，学校運営の改善や生徒の生きる力の育
成に結び付くと考えられる．一方，地域社会にとっ
ては高等学校の持続的な存続とともに，地域の活性
化や地域を担う人材の育成など地域振興の核とし
ての役割を期待することができる． 
 それぞれの高等学校を取り巻く状況や，地域・保
護者がどのような期待をもっているのかによるが， 
高等学校は教育を行うことはもとより，地域活性化
のエンジンになるという期待に応えることが求め
られているといえる（3）． 
こうしたことを踏まえてこれまで見てきた岩見
沢東高校の取組を考察し，まとめとする． 
6.1 地域における高等学校の役割 
 表 1にあるとおり，医進類型指定校に指定されて
いる高等学校は北海道の各管内の伝統校であると
ともに，進学校といわれている高校である．その一
つが岩見沢東高校であり，2009（平成 21）年度から
医進類型指定校として医学部医学科に一定程度の
進学者を輩出してきた．広域性という特徴をもつ北
海道において地域の中心校が進学実績を維持し，生
徒の進路希望を実現させるという期待に応えてい
くことは重要である． 
 また，都市部以外では小規模校が多く，生徒に幅
広い学習機会を確保するとともに，進路希望に応え
るためには，高等学校同士が連携・協力することで
学習内容を充実させることと学習の質を向上させ
ることが必要である．この点においても岩見沢東高
校のように教職員数が多く，かつ複数校の勤務経験
を有している教職員の割合が高い高等学校の存在
意義は大きい． 
 岩見沢東高校のような学校は，道内外で活躍・貢
献することのできる人材の育成と北海道の高等学
校教育の質の維持向上をリードするという役割を
果たすことが求められており，こうしたことを踏ま
えた学校経営と教育活動の実施が期待される． 
6.2 地域・保護者・生徒の期待に応える進路指導 
2017（平成 29）年度に実施した校長による教員面
談と校内研修を通じて明らかになった課題の一つ
は「進路目標達成に向けた強い意志をもつ生徒が少
ない」というものであった． 
このことを踏まえて「目指す学校像」「目指す生
徒像」が定められ，それらを実現するために岩東プ
ランが策定された．表 2からもわかるとおり，岩東
プランの内容は上級学校への進学を実現するため
のロードマップといえるものであるが，「目標」に
着目するとキャリア教育を通して生徒に育成する
ことが期待されている基礎的・汎用的能力の中でも
特に「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」
「キャリアプランニング能力」を 3年間で育成する
ことにつながるものとなっている（4）．したがって，
岩東プランの策定はそのプロセスを通してそれぞ
れの実践項目がキャリア教育の視点から見直しが
図られ，卒業時の進路希望実現のみならず，社会人，
職業人として求められる資質・能力の育成を視野に
入れたプランになっていると考えられる． 
また，進路指導部が岩東プランを策定したことに
より，具体的な取組として取り上げた講話等とパッ
ケージスタディ（PaS）についても進路指導部が主導
して各学年団と連携・協力して実施されている．学
校運営の観点から見るとそれぞれの学年団主導に
よるそれぞれの進路指導からの脱却が図られ，キャ
リア教育の視点を踏まえて学校全体で取り組む進
路指導体制の構築が進んだといえる． 
6.3 今後の方向性 
 高等学校教育の目的について学校教育法では「中
学校における教育の基礎の上に，心身の発達及び進
路に応じて，高度な普通教育及び専門教育を施す」
（第 50 条）と規定している．各高等学校ではこの
目的の下，校訓や学校教育目標の実現のための教育
活動等を着実に実施することを忘れてはならない．
その上で，「地域との協働」や「地域の活性化」を
図る取組を積極的に取り入れることで，高等学校と
しての存在意義を高めていくことが大切である． 
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